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イタリア民話の旅の報告も今回が最終回となり

ました。この旅では思いがけずさまざまな出会い

があり、それらが帰国後の仕事にも少なからず影

響を与えてくれました。最後にこの旅の成果の一

部を報告したいと思います。 

 

●小旅行とさらなる出会い 

フィレンツェに一年間暮らしている間に、他の地

方にも何度か小旅行を試みました。暮れにはヴァ

チカンのサン・ピエトロ広場でキリスト生誕の場面

を再現した大きなプレゼピオに出会いました。箱

庭のような小さなものは、ガルファニャーナの教

会に飾ってあるのを見る機会がありましたし、フィ

レンツェでは店先でも見かけましたが、こんな大

きいものは初めてでした。 

 

【プレゼピオ】 

 

また、旅先では本屋に入ってその土地の昔話

集を探すようにしていました。あるとき、中部アブ

ルッツォ地方の小さな町の本屋で小型の昔話集

をみつけました。これは、読みたいけれど読めな

かった方言の資料集を標準語に直した上で、何

冊かの小冊子に編集し直して売り出したもののよ

うでした。 

この冊子については、帰国後、嬉しい出会いが

ありました。少しは進歩したイタリア語を忘れない

うちにと、個人レッスンを求めて入校したベルリッ

ツ町田校でのことです。 

担当の男性教師とおしゃべりをするうち、彼が

アブルッツォ出身だということがわかり、そして、

お母様が、例の昔話集の愛読者だということがわ

かったのです。信じられない思いで、その本を注

文したいとお願いしました。先生は早速お母様に

連絡してカタログを取り寄せてくださいました。そ

して、私の持っていない巻をチェックしてお母様に

知らせてくださり、お母様からまもなく本が送られ

てきました。 

 

●論文のヒントをもらう 

ベルリッツではもう一つ出会いがありました。も

う一人の女の先生に、「子どもの頃昔話を聞いた

ことがありますか？」と質問してみたのです。 

すると彼女は思いがけないことを言い出しまし

た。子どもの頃、「赤ずきんちゃん」の話を聞いて
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怖くて眠れなくなり、今でもトラウマになっていると

いうのです。 

一般によく知られたドイツの『グリム童話集』の

「赤ずきん」では、狼に呑み込まれた赤ずきんは、

猟師に助け出され、〈めでたし〉で終わっています。

ところが、これに先立つフランスの『ペロー童話

集』の「赤ずきんちゃん」では、狼に呑込まれたま

ま助け出されずに終わっているのです。先生が聞

いたのはペローの「赤ずきんちゃん」だったのでし

ょう。この「赤ずきんちゃん」については、その後、

面白い経験をしました。 

イタリアから帰ってきたあと、日本女子大で講

座を持つことになり、授業でペローの「赤ずきんち

ゃん」のコピーを配ったときのことです。「途中まで

しかありません」と言う声がいくつか上がりました。

「いいえ、それで全部です」と答えたとたん、「ひー

っ！」という悲鳴があがったのです。こっちがびっ

くりしました。そして、ベルリッツの講師の「トラウ

マ」を思い出しました。 

ところで、イタリアには「カテリネッラ」という話が

あります。前段の状況は違いますが、女の子が

恐ろしい敵に徐々に脅かされながらついに食べ

られるという状況が一致するということで、「赤ず

きん」に分類されています。そして、イタリアでは

この手の話が、〈怖がることを楽しむ話〉として結

構好まれているのです。 

ところが、ペローが「赤ずきんちゃん」に、「優し

げな男には気をつけろ」などという、余計な教訓を

つけたばかりに現実的な怖い話になってしまった

のです。でも、これは一種のゲームなのです。

「怖い話」というのは、状況によっては楽しめる話

にもなるのです。このことをヒントに私は『イタリア

から見た「赤ずきん」』という論文を書き、〈怖がる

ことを楽しむ話〉があることを示しました。 

 

●資料集の出版 

帰国して真っ先にやりたかったのは、ヴェントゥ

レッリ教授に頂いた資料集の翻訳・出版でした。

先生に約束したことでしたから。 

イタリアの魔法昔話は長い話が多いので、全部

は収められません。中でも、もっともイタリアらし

い話としてこだわりのある「三つのオレンジ」はぜ

ひ選びたかったのですが、この資料集のなかの

「三つのオレンジ」はあまり豊かな語りではありま

せんでした。先生はすでに二千話以上も集めたと

豪語されていたので、その中にないわけはない

だろうと、「もっと豊かな語りの『三つのオレンジ』

を」とお願いしてみました。あまり待たされること

なく、タイプで打たれた、期待以上の「三つのオレ

ンジ」が送られてきました。 

 

【三つのオレンジ】 

 

この「三つのオレンジ」を含めた『イタリアの昔

話』（三弥井書店）ができあがり、早速先生にお送

りしたのですが、ここでまたうれしい出会いがあっ

たのです。 

絵本画家の小西英子さんから突然お手紙がき

て、この「三つのオレンジ」を絵本にしたいと言っ

てくださったのです。すでに活字になっていたいく

つかの「三つのオレンジ」の中で、小西さんはこの

トスカーナ地方の話を気に入ってくださったので

す。そして、小西さんのお力で偕成社から絵本

『三つのオレンジ』が出版されました。 

 

●ヴェントゥレッリ教授のその後 

でき上がった本をお届けしてまもなく、先生から

新しい資料集が送られてきました。500 頁を越す

分厚いものでした。ガルファニャーナの素晴しい

語り手ジェンマから教授が聞き取った４８話が収
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められていました。方言と標準語の対訳です。ざ

っと目を通していると、なんと、ある話の解説の中

に私の名前があったのです。先生のご存知なか

ったその話の分類番号のことで私が指摘したこと

があったのですが、そのことを書いてくださってい

たのです。そこには、私のことをちゃんと研究者と

して紹介してありました。たどたどしいイタリア語

で、語りの現場までついてきた得体の知れない

〈おばちゃん〉を、やっと研究者として認めてくれた

ようでした。 

先生の訃報が入ったのはそれからまもなくのこ

とでした。まだ５０代だったはずです。フィレンツェ

大学に問い合わせたところ、後任だという女の先

生からお手紙が来て、テープは全部預かっている

から、いつでも聞きに来るように、と書かれてあり

ました。でも、その宝の山を活かす力は私にはあ

りません。方言が聞き取れ、それを翻字できる若

い人が出てこないものでしょうか。 

 

【今月のお話コーナー：説明伝説】 

「麦束の跡（月に染みがあるわけ）」 

月が今よりも明るかったころ、つまり、月の顔を

翳らす染みがまだなかったころ、一組の恋人がい

た。二人は毎晩、娘の家の麦打ち場でひそかに

愛を交わしていた。 

ある晩、二人がいつものように麦打ち場にいる

と、月がいつになく明るく照らした。そのとき不意

に足音がした。若者は恋人の父親がこっちにやっ

てくるのに気がついた。見つかるにちがいない。

若者ははっと思いつくと、近くに積んであった麦の

束をつかんで、月に向かって投げつけた。月はほ

んのしばらく翳っていたので、そのあいだに若者

は逃げることができた。父親がそこに来てみると、

娘しかいなかった。 

でも、あんまり強く麦束を投げたので、その夜

からずっと、月にはその痕が残っている。  

 

＊月の染みについては、日本では一般にウサギ

が餅を搗いていると言われていますが、世界各

国にはさまざまな言い伝えがあります。イタリアに

も他に、泥棒が自分の悪行を隠すために月に何

かを投げつけるという話があります。 

 

月の染みについての世界の言い伝えは下記の

本に詳しく紹介されています。 

 

日本民話の会・外国民話研究会編『新装改訂

版 世界の太陽と月と星の民話』三弥井書店 

2013 年 

 

 （完） 

 

（イタリア民話研究家） 

 

～会館だより～ 

 

イタリア語 無料体験レッスン 

7 月より開講の夏期イタリア語講座に向けて、体験レッスン

を開催します。 入門者向け。事前予約制。 

 ●京都本校：日本イタリア会館  

7/5（水）11:00～12:30 

7/8（土）11:00～12:30 

● 四条烏丸：ウイングス京都  

7/6（木）19:00～20:30 

●大阪梅田校：大阪駅前第 4 ビル 

7/3（月）11:00～12:30 

7/5（水）19:00～20:30 

 

イタリア語 無料カウンセリング 

学習経験者向け。事前予約制。 

 ●京都本校：日本イタリア会館  

7/8（土）14:00～ （各人 30 分ほど） 
 
 

スペイン語 無料体験レッスン  

入門者向け。事前予約制。  

●京都本校：日本イタリア会館   

7/8（土）11:00～12:30 
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近頃、日本では育児に積極的な父親のことを

「イクメン」とよぶらしいが、私はこの造語が苦手

で好きになれない。「すごく良い父親、理想の旦

那」と賞賛する言葉として、育児に積極的な父親

を妙に持ち上げていることに違和感があるから

だ。 

褒めていることが気に食わないわけではなく、

育児に積極的な父親がこんなに特別視され、注

目されているのが不思議なのだ。必死で孫の面

倒をみる祖父母は、まるで子育てに協力するの

が当然かのように注目されないのに・・。 

私はイタリアでこのような父親を賞賛する言葉

を周りから聞いた事がない。私の世代では、イタ

リアでも働く母親が増加したこともあり、育児や家

事を夫婦で分担している家庭が多い。これは日本

でもほぼ同じではないだろうか。しかし妻が働い

ていても夫より負担する部分は多い。特に育児に

関して、日本では夫に何か頼むことを躊躇してし

まう人が多いのではないだろうか。 

私は、夫に子供のおしめを変えてもらったり、

お風呂に入れてもらったりしたら、「ごめんね、あ

りがとう」と言ってしまう。まるで自分が怠けている

ような、変な感情になってしまうのは「これは母親

がやるべきこと」と自分で思い込んでいるからだ

ろう。 

夫に何か頼む時は「簡単にできること、もしくは

楽しんでやれそうなこと」を無意識に選んでいる

気がする。だから、妻の多くは夫がしたり顔で「や

ったよ」とかいうと「ありがとう」といいつつ、「そら

できるわな、できる事選んで頼んでるわけだし。

楽なとこだけやってて、いいよね」と心の中で嫌み

を言ってる自分がいるのではないだろうか。 

育児や家事を積極的にやってくれているという

「イクメン」も、自分ができる簡単で楽なところだけ

をやっているのではないだろうか？これはきっと

日本人の「言わなくても、育児の大変さを夫はわ

かってくれているはず」という、相手に期待しすぎ

るところからくる、すれ違いのような気がする。だ

から、夫が妻の子育ての責任の重さや孤独、苦

労を何もわかってくれていなかったと気付いた時、

失望と怒りの感情が大爆発するのだ。 

 

【大好物のジェラートを食べてご機嫌】 

 

夫の友人でアート・ジャーナリストのマウリツィ

オ、４８歳。妻のマリア４０歳と１歳半、４歳の息子

がいる。束縛される事が嫌いで、悠々自適に独身

生活を送っていたマウリツィオがそれまで同棲し

ていたマリアと正式に結婚すると聞いた時は、皆

かなり驚いた。しかも子供もすぐできて「父親」と

いう一番彼のイメージから遠かったものになった

のである。いつもの気難しい顔はそのまま、育児

に黙々と取り組んでいる姿はちょっと笑ってしま

う。 

ある日、マウリツィオ宅で夕食会があった。私と

夫、写真家のマヌエラと彼女の婚約者が招かれ

た。 

２１時から夕食なので、子供たちはもう寝てい

るかと思ったら、家の中で暴れまわっていた。元

 
 
 

ローマで双子育児⑦ 

 
 
 

浅田  朋子 
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気いっぱいである。１歳半の息子もよちよちと家

中を歩き回っている。子供たちは人懐っこいので

来客に興奮しているのである。暴れる４歳の息子

をマリアは叱りつつも「まあ、いいか〜」というゆ

るい雰囲気でソファーに腰掛け微笑んでいる。マ

ウリツィオはというと台所で必死に夕食の準備を

していた。台所には朝から準備していたであろう、

たくさんの前菜や冷製パスタ、磨かれた食器、ソ

ースやらパンやらが所狭しと並べられていた。「こ

れ、全部マウリツィオが用意したの？」と聞くと「そ

うだよ」という。マリアが担当した部分はなさそうで

ある。 

「さあ、みんな席について、乾杯しよう」というと

プロセッコ（発泡ワイン）を皆に振る舞い、アンティ

パスト（前菜）、夏野菜の冷製パスタと手際よく給

仕していく。さらには「マヌエラは茄子が苦手だか

ら茄子抜きでパスタを別に作っておいたよ」と気

遣い抜群である。「へえ〜」とマリアは感心してい

る。この間、マリアはたまに子供の相手をするくら

いで、いっさい食事の手伝いはしない。しばらくす

ると「子供、寝かしつけてくるわね」と言って子供

部屋へ行った。すでに２２時半。さすがに子供た

ちも起きているのが限界のようで、すぐに寝付い

た。１５分もしないうちに席に戻ってきたマリアに

「きみ、何も食べてないじゃないか。生ハムは？

パスタは？」と気を使うマウリツィオ。「食欲ないの

よ」とちびちびとワインを飲むマリア。 

しばらくみなで談笑していると「うえ〜〜〜ん」と

１歳半の息子が泣き出した。「チッ」と舌打ちして

マウリツィオが子供部屋へ消えた。マリアは動じ

ない。息子の泣き声はさらに激しくなり「マンマ〜

〜〜！！！マンマぁあああ！！！！」と叫んでい

る。マリア、沈黙。子供部屋での修羅場を想像し

た私たち。「ギャぁぁぁーーーー！！」と雄叫びが

聞こえ、マウリツィオが息子を抱えて席に戻ってき

た。「マンマがいいらしい」と皆が百も承知してい

ることを無表情でいい、子供をマリアに渡す。マリ

アはまさしく聖母のような表情で「マンマがいいの

ね」と優しく抱きキスをしている。 

マウリツィオはこの時点で疲労困憊である。４

歳の息子が起きない事をみな願っていたのは言

うまでもない。「日本の梨を使ったサラダにしてみ

たよ」とおしゃれに盛りつけられたサラダを運んで

きたマウリツィオの手が震えていた。お疲れさ

ん・・、もういいから・・、日本の梨とか茄子が食べ

られないとか、気を遣わなくていいよ、無理する

な。 

マウリツィオが汚れたお皿を下げて新しいサラ

ダ用のお皿を持ってこようとした時、マヌエラが

「このお皿のままでいいわよ！汚れてないし。」と

ナイスな提案をした。「だめだよ。味が混ざるし。」

細かいマウリツィオ。「じゃあ、紙皿もってきなさい

よ、そうしましょうよ。」「気を遣うなよ、皿くらい・・」

「紙皿！！！」「そうだ、紙皿でいいよ」「いいね、

紙皿」と紙皿大合唱。マリアは知らんぷり。しぶし

ぶ紙皿をもってきたマウリツィオに「最初から全部

紙皿でよかったんじゃない？」と身も蓋もないこと

をいうマリア。 

 

【パパに叱られて、ふてくされポーズ】 

 

食後酒をいただいている時に、朝からの作業で

疲れた手がまた震え、マウリツィオはグラスを滑

らし割ってしまった。ああ・・みんなのため息。「子

供が危ないから。」と夜中の１時に掃除機をかけ、

ガラスを丁寧に掃除するマウリツィオの後ろ姿を

見て、私たちは心から「お疲れさん」といいたくな

った。 

さて、マリアはそんなマウリツィオに特別に感

謝なんかしてないし気を使っている感じもない。だ

からといって威圧的指示しているわけでもない。

ただ、普段から夫にやって欲しい育児や家事をど

んどん言って、やってもらっているのである。でき
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なければ、それはしかたがない。大切なのは、自

分の今の状態や、何をしてくれると助かるかを話

し合うことなのだ。 

日本の夫婦と違うのは、「相手は分かってくれ

ているであろう」とせず、お互いの気持ちや相手

に望むことをきちんと伝えていることではないかと

思う。当然口論になる場合が多いが、お互いを分

かり合うために彼らにとって喧嘩はあたりまえの

ことなのだろう。 

マウリツィオは「マリアの要求を全てこなすのは

僕には難しい。でもどうにか子供と家庭内の事を

協力してやってるよ。それに比べれば子育ての愚

痴を聞く事なんか楽な事さ。」と私の夫に言ってい

たそうだ。 

父親が子供のためにできることは、なにも直接

子供に関わることだけではない。毎日の育児に疲

れた母親は少しのことで子供にイライラしてしまっ

たり、子供としゃべることさえ億劫に感じてしまう。

そんな時、父親が皿を洗ったり洗濯物を干したり

買い物をしたり、そういう家庭内のことを少しでも

やってくれるだけで妻は余裕ができて、子供とゆ

っくり関わることができ、「明日もがんばろう」と思

えるのだ。 

そして育児の愚痴を夫が聞いてくれるだけで、

妻のストレスがどれほど軽減されることか。子供

を遊園地に連れて行ってくれたり、特別な事をし

てくれるよりも、日々少しずつ子供に接してくれて、

育児に関してちょっと話しを聞いてくれるだけでい

いのである。 

「今日一日いっぱい遊んだから、いいだろう。パ

パはがんばったんだぞ。」ではなく、毎日の小さな

ふれあいの積み重ねが大切なのではないだろう

か。子供は毎日少しの時間でも父親と一緒にいる

だけで満足なのだ。日本のお父さんたちは日々

の穴埋めのため、休日や時間のある時に家族に

対して何か特別なことをしないといけないと気負

いすぎて、反対に育児から遠のいてはいないだろ

うか。マウリツィオは何も特別な事はしていない。

率先して旅行や遊びを計画することもないし、お

しめだって替えられないし、子供をお風呂に入れ

ることもできない。でも、マリアに寄り添いじっと話

を聞き、自分ができる範囲のことを毎日子供のた

めにしているのである。 

「完璧に育児や家事ができないことがあっても、

まあいいじゃないか。家族がこうやって一緒にい

れるんだから」。別の友人が言っていた。家族が

毎日一緒にいることが一番大切な、イタリアの家

庭のちょっと肩の力の抜けた子育てもなかなかい

いのではないかと思う。 

 

【デパートのゲームコーナーでカーレース！】 

 

 

（元当館語学受講生） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


